
    第35回 日本死の臨床研究会年次大会 市民公開講座  
厚生労働省委託事業「緩和ケア普及啓発事業」Orange Balloon Project  

 

【開催日程】 2011年10月10日（月･祝）  

【会 場】 幕張メッセ国際会議場 コンベンションホール  

【参 加 者】 1600人 一般市民および医療関係者 

【企画報告】  

一般参加市民を対象に、第35回日本死の臨床研究会年次大会において、緩

和ケアの啓発普及を目的とした市民公開講座を行いました。日本死の臨床研

究会は、「死の臨床において患者や家族に対する真の援助の道を全人的立場

より研究していくこと」を目的に、1977年から30年以上にわたって、いのち

に関わる医療・教育・福祉・生活などの様々な分野で、患者や家族に対して

緩和ケアの啓発普及活動を続けております。  

本大会のテーマは「いのちの支え－生と死、その苦悩と癒し」としました。

市民公開講座では、廃墟となった多摩川の再生に成功した山崎充哲氏に「いのちの川」を、がん体験

者でジャーナリストの鳥越俊太郎氏に「鳥越俊太郎の死生観」を講演して頂きました。参加費は無料

とし、東京都、千葉県の市民に対して、ポスター・チラシの配布、新聞・地域広報誌へのPRを行いま

した。事前登録は、300名であり、当日は1600名の席が一杯となりました。 

 

①市民公開講座１（13:00～14:00） 山崎充哲氏「いのちの川」 （座長：粕田晴之） 

②市民公開講座２（14:10～15:10）鳥越俊太郎氏「鳥越俊太郎の死生観」（座長：山崎章郎） 

 

  
 



１、「いのちの川」山崎充哲氏（ガサガサ水辺の移動水族館 おさかなポストの会代表） 
 

山崎さんは、ご講演１０日前に心筋梗塞で

入院。今回は外出許可を得てのご講演でし

たが、病など感じさせない力強いお話と、多

摩川の美しい四季風景と多摩川で元気に遊

ぶ子供たちの画像のオンパレードで、おおい

に聴衆の癒しとなりました。 

（１）昭和 40 年代、多摩川は生活排水に汚染

されていました。その「死の川」で、泥まみれ

になって、生き延びている魚を探し、多摩川

清流化に挑み続けた山崎さん曰く、「多摩川

流域の人達が、いかに川と一緒に生きていく

かを考えないと、本当の再生には繋がりま

せん。」と。 

（２）「観賞魚をいらなくなったから捨て

る？ 外来種で肉食だから駆除する？ いいえ、棄てていい“いのち”はないのです。」 

最近注目されている「おさかなポスト」とは、色々な事情で飼えなくなってしまった熱帯魚などを預かる生け簀

のことです。外来魚の多摩川放流を防ぐと共に、預かった魚の里親（保育園、幼稚園、学校、高齢者施設、障害

者施設、児童養護施設など）を探します。「学校では、子ども達みんなで魚を育てることで、身近に命を感じ、命

の大切さを考えるようになります。」山崎さんの優しさで育まれた子供たちの中には、山崎さんの仕事を引き継

ぐ次世代の後継者も生まれているようです。 

 

２、「鳥越俊太郎の死生観」鳥越俊太郎氏 

 
鳥越氏は、自らの４度にわたるがん手術の体験を織り交ぜながら、幼少時から現在に至るまでの生死

にまつわる体験を、最後にはご自身が望む葬儀の在り方まで、ユーモアを交えて語り、多くの聴衆に、感

動と示唆を与えました。 

 

 


